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Ⅴ．異なる作業での共通要因 １．人に関わる共通の事故要因

前章では、主な農業機械や脚立、はしごなど特に事故の多い農機具の主要な事故の形、事故様

態について述べました。一方、「対面調査」から、異なる作業や農機具であっても共通の問題、

課題、事故の形、事故様態があることが分かりました。「対面調査」から得られた、「人」、「物

（農機具など）、「環境」の共通原因について紹介します。

いつもはしているトラクターの連結ロック。すぐ隣りの田んぼだからと掛けずに、傾斜地でブ

レーキをかけて転落するなど、ほんのちょとの距離だから、時間だからといつもはしている安全

対策を怠ったばかりに起こった事故。

重い物を、一気に運ぼうとして腰椎の圧迫骨折。自分の体力

に合わせ小分けして運搬を。

まわりの人から、「危ないからそのようなことはやめておけ」と言われながら、「俺が、いつ

事故を起こしたことがある」と言っていて、ついに事故を起こした事例。

２人以上が作業に関わったり、相手の作業圏に入る場合、事前に「ＯＫ」や「ストップ」等の

合図の仕方を決めておくことで防ぐことができた事故。

コンバイン作業中、気になった雑草、コンバイン止めず降りて除草、途端にコンバインに引っ

かかった事例など。しっかり止めて、除草を。

機械に垂れ下がる藁、作業に何ら支障も無いのに、つい手を出し

て、指を跳ねられた。

森林関係の人に取っては常識的な伐採の仕方。特に切った後

に木がどのような動きをするか想定せず、木が跳ねて事故に。

①ちょっとの間、でも危険は常在

③危険行動、いつもは大丈夫、がいつかは痛い目に

④２人以上の作業、コミュニケーションルールを

⑤ついで仕事、別々に

⑥藁すべ１本、指１本

⑦木を切った後の動きは？

②重量物の運搬は分散して

１．人に関わる共通の事故要因

Ⅴ．異なる作業での共通要因
－人・物・環境による事故要因－
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Ⅴ．異なる作業での共通要因 １．人に関わる共通の事故要因

（１）ちょっとの間、でも危険は常在

前日、仲間と草刈りをしたが、約

３ｍぐらいの刈り残しがあった。

翌日、10時の休憩時間に「ちょっ

と残りを刈ってくる」と、作業開始。

１分も経たないうちに、右眼にパン

パンと何かが飛び込んだ。

結局、チップソーのチップが２個

右眼に飛び込み、失明。現在は義眼。

この方は、いつも草刈りの時厳重

にフェースガードをするのだが、こ

の時は「ほんのちょっと、３ｍくら

いだから」と思いしなかった。

他にも、トラクター移動時にいつもしている左右のブレーキの連結ロックを、すぐ隣の田んぼ

だからとせずに、坂道を上がり、作業機の重さで、「ヒヒーン」状態になり、慌ててブレーキを

かけ、片ブレーキで４ｍ崖下に、トラクターもろとも転落したという事例も報告されています。

（２）重量物の運搬は分散して

右の事例は、田植機に給油する際に、

２０Ｌの給油タンクを満タンにして給

油中、重量を支えきれず転倒、大腿部

を直撃打撲、治療期間２カ月間になっ

たものです。

その後、７Ｌ缶と小さくし、さらに

満タンにせず、何度かに分けて給油し

ているとのこと。

田植機にガソリン缶で給油しようと
して、床に転落、タンクが大腿直撃

20L満タンのガソリン缶
缶の設置場所がない、
足場狭い（２０ｃｍ）

高さ75cmから床に転落、ガソリン缶
大腿直撃、内出血、治癒に２ヵ月

・給油タンクの設置場所の確保を！
＊給油口の位置を低く

・以後、７Ｌ缶に小分けして給油

約３ｍほどの刈り残しを10時の休憩時間に、いつもは必ず
するフェイスガードをせずに草刈りを開始。１分も経たない
間に、右目に何かが飛び込み、目が開けられなくなった。

右目に刈刃のチップが２個、
飛び込み、目が開けられな
くなった。結局失明、現在
は義眼を入れている

どんなに短い距離、短い時間でも、危険は
同様に存在、確実な安全対策を

一気に持ち上げず、重量物は小分けにして、
収穫物も大きなコンテナから小さなコンテナに
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Ⅴ．異なる作業での共通要因 １．人に関わる共通の事故要因

３）危険行動いつもは大丈夫、がいつかは痛い目に

「危ない、危ないと言うが、いつ俺が事故を起こ

したことがある」と言っているあなた。でも、いつ

かは痛い目に遭いま

す。痛い目に遭って

からでは遅いので

す。

右の事例は、時々片手ハンドル運転をし

ていた。危ないとも思っていなかった。こ

の時、ロープのついた杭を持ち、片手ハン

ドル。杭が運転席に落ち、拾おうとして、

ハンドルが切れ、用水に転落。

いつもは、大丈夫だっのに～

（４）２人以上の作業圏が重なるとき、

必ずコミュニケーションルールを決めておく

お父さんが代掻きをしていて、おばあちゃん

が「お茶、持ってきたよ」とトラクターが畦近

く来たとき渡した。お父さんは、おばあちゃん

は、お茶を渡したら、もう離れてくれたと思い、

トラクターを旋回。ところが、おばあちゃんは、

畦にまだ居て巻き込まれ、死亡。

２人以上が作業に携わったり、行動範囲が重

なるようなケースが考えられる場合は、必ずお

互いの合図を事前に決めておくことが重要。

子供をトラクターに乗
せ、転落、子供死亡

2008. 8.22;午前6時20分頃・兵庫県
田んぼで、祖父(64歳)が孫の女の

子(6歳)を乗せてﾄﾗｸﾀｰで農作業中発
進したはずみで転落。ﾛｰﾀﾘｰに巻き込
まれ死亡。

2012. 4. 8;午前11時40分頃・茨城県
水田で、４歳の男の子が曽祖父(79

歳)が運転するﾄﾗｸﾀｰから転落してﾛｰﾀ
ﾘｰに巻き込まれ、死亡。

かわいい子は、農機に乗せるな

時々スコップを持ったり片手ハンドル運転。このときは、ロー
プの先に杭を付け片手ハンドル、その杭が落ちたので拾お
うとして、運転を誤って、用水に転落、いつも大丈夫、がつい
に用水に転落、骨盤骨折、右大腿骨骨折、右第三指挫傷

作業圏

作業圏

作業圏・行動圏が少しでも重なったら、
コミュニケーションルールが発生

双方の作業圏・行動圏が重なる場合は

作業場面を想定しての合図の設定、合図の方法を事前に決める
＊農業機械は死角が多い、騒音が大きい
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Ⅴ．異なる作業での共通要因 １．人に関わる共通の事故要因

（５）ついで仕事は、別々に

主なる作業の途中、雑

草が気になった、摘果残

しが気になった、と手を

出したりしての事故が起

こっています。

右の事例は、ＳＳでみ

かん園の農薬散布中、摘

果の取り残しがあり、Ｓ

Ｓを走行しながら身を乗

り出し、足を出して取っ

ていて、足がＳＳに巻き

込まれた。約１ｔの車体

の前輪、中輪、後輪に次

々と押しつぶされた。

当然、忙しいので「つ

いでに」となったのでしょうが、それぞれ、急がば回れ、別々にしたいものです。

（６）藁すべ１本、指１本

－藁すべ１本垂れていても、機械には何のトラブルもないのに－

機械に垂れた、１本の藁。別に、機械が止

まってトラブルになる訳でもない。ところが、

つい気になって、手を出して、回転する機械

に巻き込まれて、指が撥ねられた、腕が巻き

込まれた、そんな事故が起こっています。

右の事例は、ハーベスターの排出部に垂

れ下がっていた藁すべ１本をとろうとして

の事故です。藁が垂れ下がっていても、機

械にはなんのトラブルもなかったのですが…

その他、畦で荒起こしを見ていたおじいさんが、畦際で旋回時に、ロータリーに垂れ下がって

いる藁すべが気になって、つい手を出して、腕が巻き込まれた事故。

乾燥機の昇降路から、乾燥機内に籾を排出する回転するスロワーに藁すべが一本垂れ下がって

いて、つい手を出して、指を切断、等々。

稲の脱穀中、自走式ハーベスタの排出
ローターの滑車に引っかかった藁1本を
取ろうとして、右第2指先端部を受傷

ＳＳで農薬を散布しながら、摘果の取り残しの実を身を乗り出して、かつ足を踏
み出して取っていた。その足が前輪に巻き込まれ、ほぼ満タン（液剤600L＋
SS重量＝約1.1ｔ）のＳＳの前輪が右足に乗り、次に中車、次いで後輪が次々と
乗った。どういう訳か、左右の脚が股割き状態となり、左足も巻き込まれた。
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Ⅴ．異なる作業での共通要因 １．人に関わる共通の事故要因

（７）切った木の後の動きは？

森林組合の方や、日常的に木

の伐採に携わっている人々には

常識とも言える伐採時の木の動

き。

木の種類や大きさ、切り方な

どで、切った後、木がどのよう

な動きをするか予測しながら作

業を進めていきます。

ところが、一般農家は、伐採

の経験が少なく、切ることのみ

に意識がいき、伐採前後の木の

動きを予測することができませ

ん。また、それぞれの木の種類

により、チェーンソーなどで切った後の跳ね方なども異なります。専門的な研修を受けての作業

が求められます。

本来は、経験のある人に頼むべきですが、自分で切る場合、切った後の動きを想定しながら切

らなければなりません。また、ヘルメットの着用も当然です。

６４歳：「十郎梅」は果肉が大きく、梅干しには適しているのだが、
生産性が悪いので、伐採。上向きに枝を切っていて、枝がストンと
頭部直撃、刺創。３針縫合。


